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1 はじめに
スマートフォンの普及などにより，ソーシャル・
ネットワーキング・サービス（Social Networking Service:
SNS）を利用するユーザが増加している [1]. SNSでは，
関心を抱いたユーザの投稿をタイムラインと呼ばれるス
ペースに時系列で表示させる機能がある．SNSの一つ
である Twitterでは閲覧対象とするユーザを選択する行
為をフォローと呼ぶ．新たなフォロー対象を探す際，多
数のユーザの投稿内容を一人一人精査する必要があるた
め，その作業に多くの時間を要するという問題がある．
これに対し，ユーザ推薦に関しては以前から様々な手法
が提案されている [2][3].
しかし，ユーザが Twitterを利用する背景には，新し
い知識や情報を取得するため，現実の知人などとのコ
ミュニケーションを楽しむためなど，様々な目的があ
り，利用目的に応じてフォローする基準となる情報は変
化する．そのため，趣味領域や興味の対象のみの基準に
よる推薦では不十分な可能性がある．
そこで，ユーザのフォロー基準の詳細を確かめるた
め，Twitterユーザ 20名を対象に，Twitterの利用目的と
それに応じてどのような情報を判断に使用するかを問う
アンケート調査を実施した．その結果「新しい知識や情
報を得るために利用」しているユーザと「現実の友人・
知人とのコミュニケーションのために利用」している
ユーザとでは，参考にする情報が異なるという結果が得
られた．
そこで本研究では，ユーザが Twitterを利用する目的
に応じてフォロー対象を探す際に必要な情報を可視化す
るシステムを提案する．

2 関連研究
2.1 ユーザ推薦に関する研究
大塚らは，創作イラストを投稿・閲覧するユーザ向け
に投稿情報とプロフィールに基づいたユーザ推薦の手法
を提案している [2]．創作イラストの投稿や検索を行う
ユーザを対象に，プロフィールや画像付投稿に含まれる
文章，付記されたタグを元にユーザを推薦する．推薦
ユーザの提示だけでなく，投稿内容の一覧やプロフィー
ル情報などを同時に提示してユーザ検索時の負担を軽減
している．しかし，この手法では閲覧を目的としたユー
ザの推薦に留まる．そのため，実際に交流を行いたい場
合や閲覧のみを行いたい場合など，ユーザの利用目的に
応じた情報提示を行うことができない．
川口らは，投稿に含まれる感情や投稿の時間から相性
を基準としてユーザを推薦する手法を提案している [3]．
まず，利用者の投稿からキーワードを含む投稿を抽出す
る．次に，投稿テキストから感情的な要素を点数化す
る．その点数の平均値や分布を候補者と比較することに
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よってユーザ推薦を行っている．この手法では，ユーザ
が本来求めている，タイムラインで流し見をしたときの
印象に基づいた推薦を行うことができる．しかし，交流
目的で利用するユーザを対象にはしていないため，閲覧
と交流の双方を目的としているユーザに対して適切な推
薦ができない可能性がある．

2.2 Twitterへの投稿情報の可視化に関する研究
貝谷らは，Twitterへの投稿内容に応じて花を用いたタ
イムラインの可視化を提案している [4]．他のユーザの
投稿に対する返信，引用，つけられたタグに基づき，花
の種類や量を変化させてユーザのタイムラインを可視化
する．これによって，ユーザが求めるフォロー対象を見
つけやすくなることや，タイムラインを楽しく閲覧でき
ることが期待される．しかし，返信や引用などの，投稿
の種類のみの可視化では，ユーザの特性を掴めない可能
性がある．
小山らは，Twitterへの投稿からユーザの特徴を抽出し

可視化する手法を提案している [5]．投稿に基づき作成
された利用頻度グラフと文章特徴グラフから推定される
ユーザ特徴を，トリを用いたアバターと背景のイラスト
で可視化している．しかし，この手法ではユーザがどの
ような内容の投稿をするのかが分からず，ユーザがフォ
ローする際に必要となる情報が不足している．

3 提案システム
3.1 事前調査
２章で挙げた問題点に対し，提案システムでは「新た
な情報の取得」と「現実の交友関係の拡張」の二つの利
用目的に応じて，投稿内容と投稿頻度の可視化を行う．
これらの情報に着目する理由は以下の通りである．

10 代から 20 代までの Twitterユーザ 20 名を対象に，
Twitterの利用目的と参照情報に関するアンケート調査
を実施した．アンケートでは，Twitterを利用する目的を
「新しい知識や情報を得るため」「現実の友人・知人との
コミュニケーションのため」などの選択肢から選んだ上
で，各項目においてフォローする際に参考にする情報を
選択する形を取った．選択肢は「プロフィールの内容」
「ツイートの内容」「ツイートの更新頻度」「その他」で
ある．いずれも複数回答可とした．その結果，新しい知
識や情報を得る為に利用しているユーザは，プロフィー
ルの内容とツイートの更新頻度に負の相関関係が見られ
た．また，ツイートの内容とツイートの更新頻度に微弱
な正の相関関係が得られた．一方で，現実の友人・知人
とのコミュニケーションの為に利用しているユーザに
は，プロフィールの内容とツイートの更新頻度に弱い正
の相関関係があるという知見が得られた．相関係数の算
出にはケンドールの順位相関係数の手法を使用した．以
上から「新たな情報の取得」を目的にフォロー対象を探
す場合は「現実の交友関係の拡張」を目的とする場合と
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表 1 分類の基準
項目 少/低 平均的 多/高
全投稿数 1388回未満 5046回未満 5046回以上
平均文字数 45字未満 90字未満 90字以上
画像つき投稿 1/3未満 2/3未満 2/3以上

投稿頻度 1 週間に
1回未満

1 日に　
1回未満

1 日に　
1回以上

投稿頻度：平均的　画像つき投稿の割合：高
一投稿あたりの平均文字数：少
累計投稿数：平均的　投稿時間帯：昼

投稿頻度：高　画像つき投稿の割合：低

一投稿あたりの平均文字数：多

累計投稿数：多　投稿時間帯：夜

図 1 取得した投稿情報から生成される画像

比べて投稿頻度が注目されることがわかった．
そこで，本研究では，ユーザの投稿から投稿情報を抽
出し，利用目的に応じて必要となる情報を変化させる可
視化を行う．

3.2 実行環境
Twitterを利用するユーザの多くはパソコンやモバイ
ル端末を用いるため，提案システムを Web上で表示で
きる Webアプリケーションにより実装する．投稿情報
の取得や分析，可視化には PHPを使用する．

3.3 投稿情報の取得と分類
PHPから Twitter APIにアクセスし，可視化したいユー
ザの投稿データを 100件取得する，取り出したデータか
ら，引用を除いた投稿数と一投稿あたりの平均文字数，
画像つき投稿の割合，投稿頻度，投稿された時間帯を求
める．これらのデータは表 1に示す基準で三段階に分類
する．
投稿数の分類基準は，日本の全 Twitterユーザの投稿
数による [6]．投稿数の中央値が 1388回，平均値が 5046
回であるため，これらの数値を利用する．平均文字数に
ついては，一つの投稿に対する最大文字数である 140文
字の，おおよそ三分の一を基準とする．投稿頻度に関し
ては，事前調査の結果を踏まえて分類した．3.1節で述
べた調査において「1週間に 1回以上」「1日に 1～4回」
投稿を行うユーザが最も多かったため，これを分類基準
とする．

3.4 利用目的に応じた投稿情報の可視化
3.3節で述べた分類結果に基づいてイラストを組み合
わせ，図 1のようにユーザの情報を可視化する．
図 1の中央に配置される人物の様子はユーザの投稿頻
度を表す．窓の外の背景はユーザの投稿する時間帯を反
映している．また，図 1の左下部にある本棚に収納され
ている本の量は今までの投稿数，本の厚さは一投稿あた
りの平均文字数に応じて変化する．図 1の左上や右端の

画像は，ユーザの画像つき投稿割合に応じて，最新の画
像を最大３件貼り付ける．3.1節で述べたアンケート調
査に基づき「新たな情報の取得」を目的にフォロー対象
を探す場合は投稿頻度を反映させ，変化を伝わりやすく
する．一方「現実の交友関係の拡張」を目的とする場合
は，投稿頻度を反映させずに画像を生成する．これらの
違いを図 2に示す．

「新たな情報の取得」を目的とした場合 「現実の交友関係の拡張」を目的とした場合

「新たな情報の取得」を目的とした場合 「現実の交友関係の拡張」を目的とした場合

図 2 利用目的に応じて生成される画像

3.5 プロフィール情報の反映
先述の画像生成だけでは，対象のユーザが何者である
かを示すことができない．そのため，対象ユーザのアカ
ウントとユーザ名，最新の投稿一件を生成した画像の下
部に記すことでプロフィール情報を付加する．

4 まとめと今後の課題
本稿では Twitterユーザの利用目的に応じ，投稿内容
と投稿頻度を用いて利用者の情報を可視化するシステム
を提案した．今後は提案システムの有用性を検証するた
め，既存の推薦システムと比較実験を行う．
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